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• 高知県の森林面積率は約84％で全国１位、林業算出額も95億円で全国２位と林業分野における地位は高いも
のの、製材工場は令和5年に77工場となっており、昭和50年(1975年)の360工場から約8割減少しています。

• 令和3年の製材品販売量は過去50年で約4割減少して218千㎥となっていますが、コロナ禍前と比較すると、ウッド
ショック※１以降、製造品出荷額は増加し、製品価格も上昇しました。現在は輸入材価格も落ち着き、徐々に安定化
する傾向にあります。

１．高知県の木材産業の状況

（出典）高知県「令和６年度高知県の森林・林業・
木材産業」より抜粋

 高知県の製材品販売量（千㎥）

項目 高知県データ 全国順位

森林面積 594千ha 11

森林面積率 84% 1

人工林率（R3） 65% 2

保安林面積（R4） 23万ha 13

林業産出額（R5） 95億円 2

スギ生産量（R5） 206千㎥ 17

ヒノキ生産量（R5） 250千㎥ 3

 高知県林業の地位  製品価格の推移（1㎥あたり）

※１：令和３年頃に発生した世界的な木材需要増と供給不足で価格が急騰した現象

（出典）農林水産省 統計情報部「木材受給報告書」より抜粋 （出典）農林水産省統計部「農林水産統計ー木材価格」
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• 令和３年の県内への木材供給量は840千㎥であり、うち県内の木材生産による出荷が78%を占めています。

• 木材需要のうち、県内需要が80%（製材業51%、チップ11%、バイオマス18%）、県外への出荷が20%となってい
ます。

• 県内で生産された製品の24%は、県内の製品市場等に出荷され、76%が県外へと出荷されています。

２．高知県における木材流通の現状

木材(素材)の供給 木材の県内需要 製品の出荷

（出典）高知県林業環境政策課－令和５年度高知県の森林・林業・木材産業

加工

県内 24%
県外 76%
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• 高知県では12齢級以上のスギ・ヒノキの人工林が増加し、大径材※２の占める割合が増加しています。

• 大径材からは、梁や桁などの寸法の大きな製材品が生産できることから、非住宅建築物への活用や円安による外材
の高騰を受け、その代替品や輸出品としての利用拡大が期待されます。

• 製材事業者は、木材製品の需要動向を見極めながら、大径材の付加価値を高めるような製品づくりや販売対策、必
要な設備投資などに取り組んでいくことが不可欠です。

３．木材産業イノベーションのポイント① （大径材の利用促進）

大径材利用拡大の主な課題

１．生産体制
⚫︎製材加工能力
⚫︎製品の品質確保
⚫︎原木供給体制
２．製品
⚫︎付加価値の高い製品づくり
３．販売体制
⚫︎製品の品揃えと安定供給

※２：大径材は丸太の最小径が30cm以上の素材をいう

（出典）高知県林業振興・環境部「大径材利用戦略」

大径材生産量の将来試算
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• 木質バイオマスは、化石燃料のように価格変動に左右されることがなく、安価で安定した価格と供給の仕組みをつくるこ
とにより、地域の豊かな森林資源を有効に活用した取り組みを推進することができます。

• 国内で燃料材の利用量は発電利用を中心に急速に増加しています。(過去10年間で約8倍)

• 高知県では木質バイオマスによる熱利用・熱電併給を進めるため、小規模木質バイオマス発電所の整備や幅広い分
野への木質バイオマスボイラー等の導入促進に取り組んでいます。

４．木材産業イノベーションのポイント② （木質バイオマスの利用）

（出典）林野庁木材利用課調べ、林野庁「木材需給表」

燃料材(国内生産)の利用量の推移

過去10年間
で約８倍
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• 非住宅建築の構造材や内装材としてCLT（直交集成板）や大径材などの活用が期待されています。

• 現在、中高層建築物（主に非住宅建築物）はほとんどが非木造であり、この分野の市場開拓が望まれます。

• 万博等で構築したサプライチェーンを活かし、関西圏など域外市場への需要拡大や販路の多様化を図っていかなればな
りません。

５．木材利用拡大のポイント（非住宅建築物等への展開）

外観に県産材を使い森をイメージし
た2031年春頃完成予定の当行新
本店のイメージ図

高知県産材を約４割（県試算による推測
値）使用している関西万博の大屋根リング

※現時点での計画であり、今後変更となる可
能性があります

（出典）令和６年度森林・林業白書

●中高層建築物は
ほぼ非木造

●低層住宅の木造
率は約８割

＜非住宅建築物の一例＞



7Copyright© Shikoku Bank, Ltd. All Rights Reserved

• 人口減少の進行により、近年の住宅着工件数は減少傾向となっています。しかし、建築分野の木材需要のウェイトは最も大
きく、住宅産業の需要拡大を図らなければなりません。

• そのため、高知県では、木材需要拡大のために、「こうちの木の住まいづくり助成事業」や「高知県住宅建築物木造化促進
事業」などの助成事業を実施しています。

• 木材産業の活性化は、高知県の豊富な自然資源などの強みを生かし、持続可能な林業振興や脱炭素社会の実現にも寄
与します。

６．木材需要拡大のための助成制度

（出典）令和５年度高知県森林・林業の現況より抜粋

 住宅着工件数の推移

住宅着工件数は減少しているが
建築分野の木材需要は大きい


